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一括高密度P E被覆

個別高密度PE被覆

アンボンド グリ ス塗布

（ P C鋼より 線）

一括高密度PE被覆

亜鉛めっ き P C鋼より 線

亜鉛めっ きマルチ

（ 掲載期間終了）

アンボンド マルチ

本ケーブルは、工場で予め所定の長さ に切断加工さ れ、コ イ ル状に巻取っ て現地に搬入する

「 セミ プレフ ァ ブマルチケーブル」であり 、次のよう な特長があり ます。

■耐食性に優れる

　 アンボンド マルチケーブル

　 JIS  G  3 5 3 6 に準拠する P C 鋼よ り 線を 1 本ずつアンボンド グリ スと 高密度ポリ エチレ ン で被

覆し た材料を、所定の本数束ね合わせ、さ ら に外側を 高密度ポリ エチレ ンで一括被覆し ているの

で、多重防食構造と なり 、耐食性に優れています。

　 亜鉛めっ き マルチケーブル

　 JIS  G  3 5 3 6 に準拠する P C 鋼よ り 線の各素線に溶融亜鉛めっ き を 施し た材料を 、所定の本数

束ね合わせ、さ ら に外側を 高密度ポリ エチレ ン で一括被覆し ている ので、多重防食構造と なり 、

耐食性に優れています。

■現場の省力化、省工程化

　 シース管の配置や全長グラ ウト が不要なセミ プレ フ ァ ブ マルチケーブルと し て供給さ れますの

で、現場の省力化、省工程化に役立ちます。

■特殊な定着システムが不要

　 通常のPC 鋼より 線と 同様の定着システムが使用でき ます。

■安定し た品質

　 ケーブルは、き びし い品質管理のも と に工場で製作さ れますので安定し た品質で供給さ れます。

■容易な取扱い

　 高密度ポリ エチレ ン一括被覆で一体化し ており 、かつ定着部は工場で所定の長さ の一括被覆部を

取り 除いている 為、非常に取扱い易い製品と なっ ています。

特 長1

国土交通省新技術情報システム（ N ETIS）
登録番号： TH -1 3 0 0 0 3 -VR「 工場製作型多重防錆 PC ケーブル」
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ケーブルタ イ プ 7S15.2 12S15.2 19S15.2 27S15.2

ケーブル構成と 断面

ケーブル被覆外径（ mm） 60 75 9 0 110

被覆厚さ（ mm） 6 .6 6 .0 6 .0 8 .0

規格破断荷重（ kN） 1 ,827 3 ,1 32 4 ,959 7 ,0 47

規格降伏荷重（ kN） 1 ,554 2 ,66 4 4 ,218 5 ,9 94

鋼材断面積（ mm2） 970 .9 1 ,6 64 .4 2 ,6 35 .3 3 ,744 .9

ケーブル単位質量（ kg/m） 9 .5 15 .5 24 .5 3 5 .0

被覆の材質 高密度ポリ エチレ ン

被覆色 黒

※1 2 .7 m m でのケーブル構成も 製作可能です。

※1 2 .7 m m でのケーブル構成も 製作可能です。

【 アンボンド マルチケーブル】

【 亜鉛めっ き マルチケーブル】

ケーブルタ イ プ 7S15.2 12S15.2 19S15.2 27S15.2

ケーブル構成と 断面

ケーブル被覆外径（ mm） 65 85 100 120

被覆厚さ（ mm） 5 .0 5 .5 4 .5 5 .0

規格破断荷重（ kN） 1 ,827 3 ,1 32 4 ,959  7 ,0 47

規格降伏荷重（ kN） 1 ,554 2 ,66 4 4 ,218 5 ,9 94

鋼材断面積（ mm2） 970 .9 1 ,6 64 .4 2 ,6 35 .3 3 ,744 .9

ケーブル単位質量（ kg/m） 9 .3 15 .7 24 .0 3 5 .0

被覆の材質 高密度ポリ エチレ ン

被覆色 黒

ケーブル仕様2
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アンボンド グリ スはアンボンド PC 鋼より 線に用いら れる PC 鋼材専用の防錆材を使用し ていま

す。こ の防錆材は精製鉱油を基油と し 、リ チウム石鹸グリ スを主成分と し た防錆材です。さ ら に、

酸化防止添加剤および防錆添加剤の強化により 、PC 鋼材用防錆材料と し ての要求性能を全て満

足し ています。アンボンド グリ スの物性を下表に示し ます。

ケーブルの一括被覆材およ びアン ボン ド PC 鋼よ り 線の個別被覆材である 高密度ポリ エチレ ン

の物性を下表に示し ます。

一括被覆材は、カ ーボンブラ ッ ク と 紫外線吸収剤を添加し て耐候性を向上さ せた最良の品質のも

のを使用し 、ク リ ープ特性と 耐スト レスク ラ ッ キング性に優れた高密度ポリ エチレン素材と なっ

ています。

一括被覆材のウェ ザオメ ータ ーによる耐候性試験結果を右図に示し ます。

【 アンボンド グリ スの品質】

【 高密度ポリ エチレ ン被覆（ 個別・ 一括） の品質】

高密度ポリ エチレンの仕様

アンボンド グリ スの仕様

項目 品質 適用規格

密度 （ kg/m3） 9 42 以上

JIS K 692 2-2
引張降伏応力 （ MPa） 19 以上

引張破壊呼びひずみ （ % ） 200 以上

メ ルト マスフ ローレ イ ト （ g/10min） 0 .4 未満

デュ ロ メ ータ ―Ｄ 硬さ HDD 60 以上 JIS K 7215

ビカ ッ ト 軟化点 （ ℃） 115 以上 JIS K 7206

個別高密度PE被覆

アンボンド グリ ス

PC鋼より 線

個別高密度PE被覆 アンボンド グリ ス塗布

防錆材の特性3

項目 品質 適用規格

混和調度 60 回、 25℃ 250 ～ 350
JIS K 2220

滴点 （ ℃） 100 以上

引火点 （ ℃） 200 以上 JIS K 22 65

銅板腐食 （ 100℃× 24 時間） 合格

JIS K 2220
遊離アルカ リ （ W t% ） 0 .2W t% 以下

遊離酸 （ W t% ） 0 .2W t% 以下

酸化安定度 99℃× 100 時間 （ 圧力降下 kPa） 200 以下

低温付着性 －45℃× 1 時間 合格
JIS K 2 246

塩水噴霧 35℃× 96 時間 A 級
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亜鉛めっ き PC 鋼より 線は、冷間加工後の素線に溶融亜鉛めっ きを 施し た後、撚り 合わせています。その

ため、亜鉛付着量が多く 、且つ健全なめっ き 構造を保持し ており 、耐食性に優れています。亜鉛めっ き の

構造および各素線に付着し ている亜鉛重量を以下に示し ます。

【 亜鉛めっ き の品質】
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カ ーボンブラ ッ ク 2 .2％入り

ナチュ ラ ル

ウェ ザオメ ータ ーによ る試験結果
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P C鋼材
素材部

亜鉛めっ き P C鋼より 線

呼び名   
亜鉛めっ き 付着量

g/m2

7本より 15 .2mm ≧ 270

亜鉛めっ きの構造

亜鉛めっ き 付着量

促進耐候性試験結果

亜鉛めっ き

素線
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ケーブルは、所定の条長に切断・ 加工を施し た後、巻き取り 出荷さ れます。

こ の荷姿は、ケーブル構成及び条長により 区分さ れます。

ケーブル引き 出し 用リ ース品と し て、タ ーン テーブル（ コ イ ル巻き 用）・ アン リ ーラ ー（ リ ール

巻き用）があり ます。

ケーブル引き 込み専用治具は、スイ ベル・ 引き込み治具・ 先端キャ ッ プから 構成さ れます。

※ 1 9 S1 5 .2 の場合： アンボンド マルチ…1 8 5 m まで

　 　 　 　 　 　 　 　 　   　亜鉛めっ きマルチ…1 9 0 m まで　 コ イ ル製作可

タ ーンテーブル

コ イ ル状荷姿 リ ール状荷姿

アンリ ーラ ー重量： 800kg 重量： 1500kg

先端キャ ッ プ 先端キャ ッ プ

ウイ ンチロープ接続

アンボンド マルチケーブル

スイ ベル
スイ ベル

引き 込み治具
引き 込み治具

ケーブルの荷姿4

ケーブル引き 込み治具5

リ ース品6
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ケーブルの構成および施工要領8

定着部構成7

（ アンボンド マルチ1 9 S 1 5 .2 の例）

定着ブロッ ク

端部防錆材注入パイ プ

外套管外套管
アンボンド マルチケーブルアンボンド マルチケーブル

ウェ ッ ジ

防錆キャ ッ プ

支圧板支圧板

ト ラ ンペッ トト ラ ンペッ ト シースシース

※亜鉛めっ きマルチの端部防錆処理にはセメ ント 材料（ アルカ リ 環境）以外を使用し て下さ い。

引き出し 状況（ タ ーンテーブル）

桁内配置状況

ケーブル
受け台

横桁通過状況

引き出し 状況（ リ ール）

■ケーブルは防錆P C 鋼よ り 線を 束ねて、その外側を 工

場で高密度ポリ エ チレ ン 一括被覆を 施し て一体化し

ています。そのため、従来の保護管に PC 鋼材を 配置・

緊張し てセメ ン ト グラ ウト を 注入する方法に比べて、

工期短縮、施工性・ 品質向上が期待でき ます。

■ ケーブ ルの端部は外側の一括被覆部を 取り 除いて お

り 、構成さ れた P C 鋼よ り 線が1 本ずつ容易に定着具

にセッ ト でき る 構造になっ ています。

■プレ スト レ ス導入の際、緊張機器や定着具は特別なも

のを 要し ません。また緊張管理等も 従来の方法で行え

ます。

従来工法 マルチケーブル

準備 準備

①PE保護管組立 ①ケーブル挿入

②PE保護管接続 ②ケーブル緊張

③PC鋼材挿入 ③端部防錆材注入

④ケーブル緊張 完成

⑤全長グラ ウト 注入

完成

工程短縮



ご注意： こ のカタ ログに記載さ れた技術情報は、製品の代表的な特性や性能を 示すも のであり 、規格とし て明記し たも の以外は保証を意味するも のではありません。

　 　 　   また製品等改良の為、予告なしに記載情報を 変更する場合がありますので、最新版については弊社営業窓口までお問い合わせ下さ い。

本 　 　 　 社

東 京 支 店

大 阪 支 店

九 州 支 店

札 幌 営業 所

TE L
FAX

TE L
FAX

TE L
FAX

TE L
FAX

TE L
FAX

TE L
FAX

（ 0 6）6 4 1 1 -1 0 5 1
（ 0 6）6 4 1 1 -1 0 5 6

（ 0 6）6 4 1 1 -1 0 7 2
（ 0 6）6 4 1 1 -1 0 7 5

（ 0 3）5 7 3 9 -5 2 5 2
（ 0 3）5 7 3 9 -5 2 5 0

（ 0 6）6 2 2 3 -0 6 7 1
（ 0 6）6 2 0 1 -3 4 7 6

（ 0 9 2）4 4 1 -5 9 9 7
（ 0 9 2）4 7 1 -8 3 8 0

（ 0 1 1）2 2 1 -2 7 3 2
（ 0 1 1）2 4 1 -5 7 5 9

兵庫県尼崎市中浜町１０ 番地１

技術部　 PC 技術室

東京都品川区北品川５ 丁目９ 番１２ 号 O N ビ ル７ 階

PC 鋼線事業部　 営業部 

大阪市中央区北浜２ 丁目６ 番1 8 号 淀屋橋スク エア

PC 鋼線事業部　 営業部 

福岡市博多区博多駅中央街１ 番１ 号 新幹線博多ビル７ 階

札幌市中央区北四条西５ 丁目１ 番地３  日本生命北門館ビル４ 階

〒660-0091

〒141-8688

〒541-0041

〒812-001 2 

〒060-0004

REGISTERED ORGANIZATION

No. 0671-ISO 9001

I SO  9001

S-W D-0220010500 F

安全にお使いいただく ために

● 荷降ろ し 、 荷揚げ時はナイ ロンスリ ング等を 使用し てく ださ い。

● 雨水がかから ないよう に、 枕木の上に置き 、 シート を かけて保管し てく ださ い。

● グラ イ ンダーカ ッ タ ーを 使用し て切断する 際は切断粉の飛散による怪我防止のため安全

めがね及び防塵マスク を 着用し てく ださ い。

  販売製品の内、自社製造品を除く市販品に関しては、当社に故意又は重過失がある場合を除き、製品性能等の責任を負わないものとします。


